
平成２３年度鹿児島市学校教育研究大会実践研究主題

実践研究主題

当たり前のことが，当たり前にできる生徒の育成

「確かな学力が身につく学習指導の工夫」（４／４年次）

研究の概要

これまで３年間の「当たり前のことが当たり前にできる生徒の育成」の研究の成果として，学習

に取り組む姿勢や聞く・話す・発表する等の学業面での学習規律の定着が図られてきた。今後も，

生徒たちの基礎学力向上の基盤として，この学習規律の指導を継続して行うことにしている。

また，確かな学力を身につけさせるために，課題解決的な学習や習熟の程度に応じた学習，ＴＴ

授業，個別指導等の工夫を行った授業を展開し基礎学力の向上に努めてきているので，今年度も，

「確かな学力の育成」を研究テーとし，各教科の学習指導の展開の中で，昨年度のように個別指導

に限らず，多様な学習指導方法による基礎学力の向上を図る研究に取り組むことにした。研究の視

点として次の４点をあげ，研究授業・授業研究を中心に，生徒一人一人の基礎学力の向上を目指す

ことにしている。

① 一斉の学習指導の場における基礎学力の向上を図る取組の工夫

② グループ学習の場における基礎学力の向上を図る取組の工夫

③ 個別指導を取り入れた基礎学力の向上を図る取組の工夫

④ ＩＣＴ機器を効果的に活用した基礎学力の向上を図る取組の工夫



平成２３年度校内研修計画及び内容

○…一般研修 ◎…テーマ研修

回 月日（曜） 研 修 内 容 主な提案者

4月職員会議 平成２３年度の職員研修の全体計画についての説明 研修係

１ 4月 11日（月） ◎テーマ研修１「各教科での共通理解・共通実践事項（確 教科主任

かな学力を身につける学習指導のあり方）」

２ 5月 16日（月） ○生徒指導及び特別支援教育，健康面での共通理解・共 生徒指導係

通実践事項（実態把握と支援計画） 特別支援教育係

３ 6月 6日（月） ○小・中連携研修会に向けて 研修係

6月 14日（火） ○小・中連携研修会（吉野東中学校） 研修係

４ 7月 4日（月） ◎テーマ研修２ 研究授業・授業研究（１年） 研修係

５ 7月 21日～ ◎テーマ研修３ 本校生徒の実態と対策(基礎・基本定 教科主任

着度調査・標準学力検査分析と対策)

６ 8月 1日（月） ○生徒指導「不登校生徒への対応・事例研究」 生徒指導係

７ 8月 1日（月） ◎テーマ研修４「各教科で１学期の実践の反省・課題」 教科主任

８ 8月 19日（金） ○人権同和教育 人権同和教育係

９ 8月 19日（金） ○性教育（健康教育）のあり方 特別活動・保健指導係

8月 24日（水） ○第２回小・中連携部会（吉野東中学校） 研修係

10 8月 30日（火） ○特別支援教育の実際及び低学力生徒への対応の実際 特別支援教育係

11 9月 12日（月） ○保護者への対応のあり方（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝと電話応対） 研修係

12 11月 14日（月） ◎テーマ研修５ 研究授業・授業研究（３年） 研修係

13 1月 16日（月） ◎テーマ研修６ 研究授業・授業研究（２年） 研修係

14 2月 27日（月） ○ 23年度の反省及び次年度の研究テーマの設定 研修係
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理 科 学 習 指 導 案

平成 23 年７月４日 (月) 第６校時 理科室

１年３組 男子 20 名 女子 18 名 計 38 名

指 導 者 教 諭 竹迫 大樹

１ 単元名 「身のまわりの現象」

２ 単元について

(1) 単元観

本単元は、中学校理科において最初の物理領域の学習である。したがって、物理領域の学習への意欲

づけを図る上で重要な役割を担っている。そのため、さまざまな物理現象の中でも、日常生活と関連付

けることが比較的簡単である「光」、「音」、「力」を取り扱う。

「光」「音」においては、カメラや望遠鏡、ＡＶ機器、光通信など、日常の生活の中の至るところで、

これらに関する技術が活用されており、光の反射や屈折の性質、音の伝わり方の性質を応用するなど、

本単元で学習内容が基本原理となっている。

また、「光」「音」の学習は、第２学年で学習する「感覚器官の役割とそのしくみ」、「力」の学習は第

３学年で学習する「運動と力」などの物理領域を中心とした学習の基礎となるものである。

しかし、身近に見られる事物・現象であるものの、生徒の日常体験が不足していることにより、その

知識が断片的であることを、他の領域の授業で実感している。

そこで、中学校で初めての物理領域の観察・実験であり、必要以上に厳密さや正確さを追求せず、事

物・現象との関わりの充実を優先し、生徒の探究する意欲や関心を高める必要がある。また、結果の整

理においては、図による表現を用いて光の様子を正確に捉えさせ、規則性を見い出させる必要がある。

(2) 生徒観

この学級の生徒は、自然現象の興味・関心が高く、理科好きな子が多い。また、授業において実験・

観察に自主的に取り組んでいる。しかしその反面、観察・実験の基本的操作が身についていない生徒や

集中力が持続できないため、学習が不十分な生徒、自ら課題を解決しようとしない生徒も見受けられる。

そこで、班で役割分担をして観察・実験に主体的に取り組ませるようにしているとともに、課題解決

のための情報交換の場を設定する。班員と協力し合おうとする意識を高め、よさを認め合う学び合いを

通して、自分の考えに自信をもつことができるようにする。

また、生徒が予想や解決方法を意欲的に考え、表現できるようにするために、疑問や発想を生かした

課題を設定しえ追究していく授業を展開する。

本単元で取り扱う「身近な物理現象」については、生徒は小学校で「光の進み方」などについて基本

的な学習を行っている。これらの学習については知識面での定着度は高いものの、それらの現象につい

て調べる方法などを十分に説明できない生徒も見受けられる。そこで、多くの観察・実験をすることに

よって、実験計画を立てさせていく必要がある。

(3) 指導観

本単元の指導においては、小学校の既習内容を踏まえるとともに、身近な事物・現象について生徒が

自ら課題を見い出し、解決することを重視して自然を探究する態度や能力を育てたい。その中で日常生

活と関連付けたり、科学的な概念や知識を活用しながら科学的な見方や考え方の定着を図りたい。

また、科学的な思考力の育成の観点から、生徒が目的意識をもって観察・実験を自主的に行うことが

できるとともに、結果を考察し、表現する話し合い活動を一層重視していきたい。

本時の導入における事象提示の場面では、生徒一人一人の好奇心や関心を喚起させるために、身近に

ある器具などを活用したい。

教師は、援助者としての役割を意識し、生徒が自分の疑問や矛盾から生じた課題を明確にできるよう

に生活経験や既習したことを想起させ、解決のための見通しをつかませる手立てを考える。
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授業の工夫として、教材提示装置を使い、生徒の興味・関心を高めさせる。また、授業での個別支援

や意図的な机間巡視、指名を行い、生徒の主体的な追究意欲を引き出したい。

３ 単元の学習目標

観 点 目 標

(1) 光の進み方に関心をもち、光の反射のようすについて意識的に探究しようと

する。

関心・意欲・態度 (2) 光の反射や屈折などの事象に関心をもち、日常生活と関連付けようとする。

(3) 凸レンズのはたらきに関心をもち、レンズのはたらきを日常生活で利用して

いるものについて調べようとする。

(1) 実験結果から光の反射の規則性を見い出すことができる。

(2) 光の反射でおこる現象を考察することができる。

科 学 的 な 思 考 (3) 実験結果から光の屈折の規則性を見い出し、光の屈折でおこる現象を考察す

ることができる。

(4) 実験結果から、凸レンズと光源間の距離と像の位置や大きさ、向きについて

の規則性や実像と虚像が生じる条件を見い出すことができる。

(1) 光源装置の光を鏡に当て、入射角と反射角の関係を調べる実験をし、結果を

作図することができる。

観察・実験の技能・ (2) 光が透明な物質に入るときと出てくるときに、どのような進み方をするかを

表現 作図しながら調べることができる。

(3) ろうそくなどを使って、凸レンズのつくる像をスクリーンに結ばせ、光源、

凸レンズ、スクリーンの間の距離や像の大きさの関係を作図することができる。

(1) 光の直進、反射、屈折の規則性について理解し、知識を身に付けることがで

きる。

(2) 焦点と焦点距離について説明ができ、実像ができるときの光源と凸レンズ

知 識 ・ 理 解 の距離、像の位置・大きさ・向きの関係を理解できる。

(3) 光軸に平行な光、凸レンズの中心を通る光、焦点を通る光の進み方や凸レン

ズでできる像には実像と虚像があることを理解し、知識を身に付けることがで

きる。

４ 学習計画（７時間取り扱い） ○は本時

時 学 習 目 標 主な評価

探究活動の一連の流れを理解し、課題解決への意欲を高めるとともに、 関心・意欲・態度

１ 物質やエネルギーに関する身のまわりの事物・事象に対する興味・関心を 観察・実験の技能・

もつ。 表現

光に関連する身近な事象に興味・関心をもち、身のまわりの物体が見え 関心・意欲・態度

２ るのは、物体から出た光が目に入るからであることを説明できるようにす 知識・理解

る。また、物体が見えることと光の進み方には、関係があることを理解す

る。
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光が鏡や水などの物体に当たり、反射する現象に興味・関心をもち、光 関心・意欲・態度

の反射の実験を進んで行い、境界面で光が反射するときの規則性を見い出 科学的な思考

３ す。また、光の反射による物体の見え方を、その規則性と関連付けて、説 観察・実験の技能・

明できるようにする。 表現

知識・理解

光が水やガラスなどの物体での境界面で屈折する現象に興味・関心をも 関心・意欲・態度

④ ち、光の屈折の実験を進んで行い、境界面で光が屈折するときの規則性や 科学的な思考

５ 全反射が起こることを見いだす。また、光の屈折による物体の見え方を、 観察・実験の技能・

それらの規則性と関連づけて、説明できる。 表現

知識・理解

凸レンズやそのはたらきに興味・関心をもち、凸レンズによって像がで 関心・意欲・態度

６ きることや、焦点、焦点距離について理解する。また、凸レンズによって 科学的な思考

７ できる像を調べる実験を行い、その結果から、像の位置や向き、大きさと 観察・実験の技能・

焦点との関係を見いだし、実像や虚像について説明できるようにする。 表現

知識・理解

５ 単元の評価基準

関心・意欲・態度 科学的な思考 観察・実験の技能・ 知識・理解

表現

・ 「光・音・力」に ・ 「光・音・力」に関 ・ 「光・音・力」 ・ 観察や実験などを

単 関係する事物、現象 係する事物・現象を調 に関係する事物・ 通して、観察・実験

元 に関心をもち、それ べる方法を考えること 現象を調べる観察 結果から「光・音・

の らのしくみやはたら ができる。 ・ 実験の基本操作 力」に関係する事物

評 きを調べる実験を進 ・ 観察・実験結果から を行い、わかりや ・ 現象の規則性を理

価 んで行うことができ 「光・音・力」に関係 すく、正確な記録 解し、知識を身に付

基 る。 する事象の規則性を見 をとることができ けることができる。

準 ・ 「光・音・力」に い出すことができる。 る。

関係する事物・現象 ・ 「光・音・力」

について、日常生活 に関係する事物・

と関連付けて考察す 現象を調べる観察

ることができる。 ・ 実験についての

結果を班で話し合

い、発表すること

ができる。

６ 本時の学習活動

(1) 本時の主題

光は、透明な物質に当たると、どのように進むか

(2) 本時の学習目標

① 光が、水などの透明な物体での境界面で屈折する現象に関心をもち、意欲的に実験に取り組むこと

ができる。

② 光の屈折についての実験を行い、屈折するときの規則性を見い出すことができる。
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(3) 学習展開案

過 学習内容・学習活動 観 点 別 評 価 指導上の留意点及び確認事項

程

導 １．水の入っていないプラスチ ・ 自然現象について関心 ・ 本時の学習の見通しを持たせ

入 ック容器に 10円玉を入れて、 を持ち、意欲的に取り組 るために、容器に水を入れるこ

・ 少しずつ 10円玉見えてくる現 んでいるか。〈興味・関心 とによって浮かんで見える現象

課 象を見て、なぜそのようなこ ・態度〉 を見せ、学習課題を明確にする。

題 とが起こるのかを話し合う。

の

把 ２．本時の学習課題を確認する。 ・ 実験方法を教材提示装置を使

握 光は、透明な物質に当たる い、主体的に実験ができるよう

（10） とどのように進むか。 に手順の確認を行う。

分

３．課題解決作業 ・ 安全に配慮するように意識さ

課題解決に向けて、実験作業 せる。（光源装置を人の目に当て

を行う。 ないなど）

展 (1) 実験の準備を行い、実験 ・ 実験が主体的に行えるよう支

方法を確認する。 ・ 実験手順にしたがって、 援していく。

開 (2) 実験の計画を立てる。 正しい操作を行っている

ア 半円形レンズに対して、 か。〈実験の技能〉

・ 空気中から光を当て、光

が屈折するようすをワー ・ 光が透明な物質に当た ・ 記録の遅れている班について

課 クシート上に記録する。 るときの実験に進んで取 は、支援する。

イ 半円形レンズの方向か り組んでいるか。〈興味・

題 ら光を当て、空気中に光 関心・態度〉 ・ 光が透明な物質に入射するよ

が屈折するようすをワー ・ 光が透明な物質に当た うすを観察する視点として当て

の クシート上に記録する。 るときの光の進み方を記 る角度を変えても、半円形レン

録することができている ズの中央部分に光を当てるよう

追 ４．実験結果をもとに、光が透 か。〈技能・表現〉 に助言する。

明な物質に当たるときの進み ・ 実験結果を班で協力し

究 方について考える。 て話し合い、まとめるこ ・ 結果のまとめ方が上手にでき

・ 班ごとに話し合い、光が とができているか。〈表現〉 ていない班に、境界面から近づ

（30） 透明な物質に当たるときの いているか、遠ざかっているか

分 進み方について考察をまと などの支援を行う。

める。

５．まとめ ・ 自己評価表を配り、自己評価

(1) 班で話し合った考察を発 をさせる。

ま 表する。

(2) 後片付けをする。 ・協力して後片付けができ ・ 後片付けを班で協力して行え

と (3) 自己評価用紙に記入する。 ているか。〈関心・意欲・ るように支援する。

態度〉

め ６．次時の予告をする。 ・ 次時への学習意欲が高まるよ

（10） ・ 実験結果を参考に、光の うに助言する。

分 屈折と全反射について
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(4) 評価

ア 光が水などの透明な物体での境界面で屈折する現象に関心をもち、意欲的に実験に取り組むことが

できたか。

イ 光の屈折についての実験を行い、屈折するときの規則性を見いだすことができたか。

７ 板書計画

水の入っていないプラスチック容器に 10 円を入れ

て、ぎりぎり見えない位置から水を入れていくとどの

ような現象が起こるか。

・

・

・

なぜ、そのような現象が起こったのだろうか。

・

・

・

・

学習課題

光は、透明な物質に当たるとどのよう 考 察

に進むか。

〈空気中→半円形レンズ〉 〈半円形レンズ→空気中〉

実験方法 １班 １班

２班 ２班

教材提示装置で説明 ３班 ３班

４班 ４班

５班 ５班

６班 ６班

７班 ７班

８班 ８班

９班 ９班

10班 10班
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理科自己評価カード

年 組 番 名前

１ できなかった ２ まずまずできた ３ よくできた

※ 各項目の番号に○をそれぞれつけること。

１ ２ ３

１ 時間前に、学習用具を机の上にそろえた。

１ ２ ３

２ チャイム前に着席ができた。

１ ２ ３

３ 始まりと終わりのあいさつがきちんとできた。

１ ２ ３

４ 正しい姿勢で授業を受けた。

１ ２ ３

５ 積極的に発表できた。

１ ２ ３

６ 観察・実験の準備、片づけを協力してできた。

１ ２ ３

７ 班での役割を一生懸命に取り組み、話し合うことが

できた。



平成２３年度吉野東中学校校内研修 授業研究シート
◎本年度研究テーマ 当たり前のことが当たり前にできる生徒の育成「確かな学力が身につく学習指導の工夫」

・研究授業・授業研究

観 点 学習目標・達成・評価？ 教師の活動・発問？ 生徒の活動・反応？ 基礎学力向上の工夫？ 学習規律？

導

入

※学習目標が明確だったか ※教師の活動（支援）は適 ※生徒は意欲的に活動してい ※確かな学力（基礎・基本の定着） ※聞く態度はしっかりし

※学習目標が達成できたか 切だったか たか を身につけるためにどんな工夫がな ていたか

※学習目標達成のための評 ※発問や指示は分かりやす ※グループで活動が効果的に されていたか ※発表する態度はしっか

価は適切だったか．．．． かったか．．．．． 行われたか ※一斉学習の中で りしていたか

※発問や指示のねらいに即し ※グループ学習の中で ※ノートはしっかりとっ

展 た活動だったか．．．．．． ※個別指導を通して ていたか

※ＩＣＴ機器を効果的に活用して ※正しい姿勢で学習して

．．．．．． いたか

．．．．．．．

開

終

末



国語科学習指導案

平成 23 年 11 月 1４（月） ６校時

1 年 2 組男子 21 名女子 18 名 計 39 名

指導者 教 諭 森 美 加

１ 単元名 ６ 自分を見つめる

◇ 空中ブランコ乗りのキキ

２ 単元設定の理由

この『空中ブランコ乗りのキキ』は，比喩が効果的に使われている平易な文章で生徒も読みや

すい教材であるが，内容は職業観や人生観などを考えさせる深い内容である。また，対照的な登場

人物の会話が中心に構成されており，表情・しぐさ・行動などの描写が克明で「文章や発言を読み

解きながら考え」させ易い。また，この教材をきっかけに，自分についても考えさせる機会とした

い。

３ クラスの実態

このクラスは男子２１名，女子１８名で，素直で明るいクラスである。静かに人の話を聞くこと

ができ，授業態度も落ち着いている。平均点も高い。だが，１年生全体に言えることだが，読解力

が弱い。特に，下のテストの結果のように，登場人物の心情に触れたり，場面の状況を捉えたりす

ることを苦手としている生徒が多い。また，文脈にそって読むことができず，そのため誤った答え

を導き出す傾向もある。この教材を使い，文章に沿って考える読み方を身につけさせるとともに，

国語への興味を引き出したい。

「ａやだよ、こんなに長くちゃおかしいよう。」急いで脱ごうとするとママは裕一の腕をつかんで、ひどく優しい声

で言った。「せっかくおばあちゃんが編んでくださったんだからね。ほら、こうすればいいでしょ。」両手で袖口を巻き

上げた。三段折りにされた袖は手首のところで太い輪となった。「これで我慢なさい。いまに編み物のできる人に頼ん

で、直してもらってあげるから。」（ Ａ ）ママは編み物が苦手らしい。どうりで、いままで手編みのセーターなど一

度も着せてもらったことがない。「①いつものようなセーター がいいよう。」「今年は、おばあちゃんが編んでくださ

るっていうんで、買わなかったの。」毎年秋の終わりになると、ママはデパートでセーターを買ってくる。そっちのほ

うは、胴回りも丈もぴったりで、袖も決して長すぎるようなことはない。そのかわり、ひと冬だけで小さくなってしま

う。翌年には着られなくなって、ママは仕方なく押入れにしまい込む。幼稚園のころのものから、ずっとため込んであ

る。「②ね、慣れれば気にならないから、それ着て遊びに行ってらっしゃい。」とうとう

③ママの仰せに従う ことになって、裕一は太い袖口を気にしながら出ていった。案の定、遊び仲間が目ざとく見つけ

て、「④腕輪 してんのか。」と面白そうに話しかけてきた。別の仲間は感心したように言った。「それって長くのばす

と、手袋にもなるんだろ。便利なんだよな。」裕一は（ Ｂ ）。

その夜ママに内緒で、福島へ電話をした。「あら、裕一くん、セーターのお礼？」電話に出たのは、いとこの達子だ

った。中学三年生で、一人っ子の裕一にとっては姉のような存在なのだ。「おばあちゃん。もう寝たわよ。明日の朝、

言っといてあげるから。」「あのう、セーターの袖長すぎるんだけど直してくれるかって聞いといてください。」「袖が

（ Ｃ ）。」と達子は意外なことを言った。「あんた、すぐ大きくなるんでしょう。」「あ、・・・でも。」「その袖には、

早く大きくなるようにって、おばあちゃんの願いがこもってるのよ。」「それは、・・・分かるけど。」「おばあちゃんは、

もう目が弱っているのよ。それなのに、夜中まで一生懸命に編んでくれたんじゃないの。」「あ、・・・はい。」「あたし

なんかうらやましいぐらいだわ。あんたのために、おばあちゃんは好きなテレビも見ないで編んでたんだから。」 ⑤

達子の語調がきびしくなってきた ので、裕一は大あわてで受話器をおいた。はずみで巻き上げた袖口がほどけて、て

のひらが半分隠れてしまった。左手で巻き直していると、編み物をしているおばあちゃんのようすが目に浮かんだ。「ｂ

ぼく、やっぱりこのままでいいや。」つぶやくと、ふいにまぶたの裏が熱くなった。

（内海隆一郎『だれもが子どもだったころ』より）



問三 ②「ね、慣れれば気にならないから、それを着て遊びに行ってらっしゃい。」と言った「ママ」の気持ちはど

うだったのか。次の文中の（ Ⅰ ）に入る最も適切な言葉を次から一つ記号で答えなさい。

・ せっかくおばあちゃんが編んでくれたし、今年は他にセーターを買ってないので、（ Ⅰ ）着てほしいという

気持ち。

ア 大事に イ 感謝して ウ 我慢して エ 誇
ほこ

りに思って

生徒の解答 ア 大事に １４名 イ 感謝して ９名

ウ 我慢して １１名 エ 誇りに思って ２名 計 ３６名

３ 単元の指導計画 （全 1１時間）

教材 学 習 活 動 時間 指 導 援 助 の 留 意 点

「空中ブランコ乗りのキキ」を音

読して，初発の感想を書く。

・ 新出漢字，難解な語句について確認す

る。

・ ４場面に分ける。

・ 初発の感想を書く。

1 1

・ 印象に残った所などに線を引

かせる。

・ 感想は七行以上は書かせる。

・ 登場人物の性格をとらえよう。

・ キキは，男性か女性か考えよう。

（発言や文章を読み解きながら考えよう。）

・ 登場人物の確認をする。

・ キキについての描写を読み取らせ，男性

か女性かを考えさせる。

２ ２ ・ 初発の感想を，代表者に読ませ

る。紹介する。

・ 文章を読み取って，根拠づけて考

えることを指導する。

・ 挿絵なども参考にさせる。

第一・二場面の読みを深めよう。

・ 第一・二場面を音読する。

・ 比喩表現を確認する。

・ 登場人物の性格を考えながら，場面ごと

の心情を確認する。

・ 台詞に表れた心情を確認する。

３ ３

・ 難解な語句の意味調べを確認す

る。

・「～みたい。」「～ように。」などとい

う表現を参考にさせる。

第三場面の読みを深めよう

・ 第三場面を音読する。

・ 時間帯やおばあさんの描写について確

認する。

４ ４ ・ 「シャボン玉」，「澄んだ青い水」

などの言葉に着目させる。

・ なぜ，みんなが知らないはずの情

報を知っていたかを確認する。

空
中
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
の
キ
キ

第四場面について，読みを深める。

・ 第四場面を音読する。

・ 比喩表現と，キキの精神性との関連につ

いて確認する。

・ 町の描写について確認する。

・ 「白い大きな鳥」について確認する。

５ ５

・ 「～みたい。」「～ように。」など

という表現を参考にさせる。

・ 「白い大きな鳥」が「悲しそうに

鳴きながら」飛んでいく表現など

を参考にして，四回転宙返りを成

功させた後のキキの心情につい

てとらえさせる。



学習後の感想を書こう。

・ 全文を黙読させる。

・ 理解できない部分の確認をする。

・ 学習後の感想を書かせる。

６ ６

・ 「初発の感想」との違いをとらえ

させる。

体験とは何かを考える。

・ 全文を音読みする。

・ 構成を考える。

１ ７

・ 印象に残った所などに線を引か

せる。

・ はじめ・なか・おわり（序論・本

論・結論）の構成を確認する。

・ 特徴的な表現に気をつけさせる。

体験文を書こう

・ 生活の中で気づいたことなどから主題

文を考える。

・ ブレーンストーミングをさせる。

２ ８

・ できるだけ具体的な発想をさせ

る。

・ 自由な発想をうながす。

体験文を書こう

・ 前時のブレーンストーミングから題材

や書く材料を選ぶ。

・ はじめ・なか・おわりの構成を考えて文

章を作る。

３ ９

・ 構成を考えた文章を書かせる。

体験文を書こう

・ ノートに書いた文章を推敲し，原稿用紙

に清書する。

４ 1

0 ・ 常体・敬体，話し言葉・書き言葉

など文体に気を付けさせる。

・ 誤字・脱字にも気を付けさせる。

体
験
文
を
書
こ
う

ひとが書いた体験文を聞こう

・ 批評カードを使って互いに評価する。

５ １

１ ・ 冷静に客観的に批評することを

指導する。

・ 自分の表現活動に参考になるよ

うに注意する。

４ 単元の評価の観点

・ 登場人物の心情や行動の変化を読み取ることができたか。

・ 登場人物のことばや動作をもとに心情を考えることができたか。

・ 課題の設定および追究の仕方について理解することができたか。

・ 学習材「添乗員さんと出会って」の分析批評ができたか。

・ 取材・ブレーンストーミングをとおして主題文を書くことができたか。

・ 構成・表現などの工夫をして，体験文を書くことができたか。

・ 完成した体験文について発表し，相互に批評し合うことができたか。



５ 本時の指導

・ 指導目標

登場人物の性格をとらえよう。

キキは，男性か女性か考えよう。

（ 発言や文章を読み解きながら考えよう。 ）

・ 本時の計画

過程 学 習 活 動 時間 指導・援助の留意点

導
入

1 漢字のテストをする。 ［言語］

５分

１ 基礎学力の定着をはかる。

展
開

２ 前時までの授業内容の確認をする。

初発の感想を発表させる

［書く・聞く・話す］

３ 学習目標を確認する。

・ 登場人物の性格をとらえよう。

・ キキは，男性か女性か考えよう。

（発言や文章を読み解きながら考えよう。）

４ 登場人物の性格を，発言や文章を根拠に

考えさせる。

［読む・書く］

５ キキは，男性か女性か。

［読む・書く］

40 分

２ 何人か，指名して読ませる。

３ 学習目標を発表させ，本時の学習

内容の明確化を図る。

4 性格を考えさせる。必ず，そう思

った根拠まで考えさせる。

５ キキの性別を考える。必ずそう思

った根拠まで考えさせる。

ま
と
め

６ 本時のまとめをする。

７ 次時の予告をする。

・ キキの性格を考える。

・ 表現技法を考える。

５分

６ 登場人物の性格と、文章を読み解

いて考えることの確認をする。

７ 宅習課題

キキの性格を考えておく。

５ 本時の評価

登場人物の性格をとらえることができたか。

キキは，男性か女性か考えることができたか。

（ 発言や文章を読み解きながら考えよう。 ）



・ 板書計画と、発問に対する予想される答え

空
中
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
の
キ
キ

学
習
目
標

・

登
場
人
物
の
性
格
を
と
ら
え
よ
う
。

・

キ
キ
は
，
男
性
か
女
性
か
考
え
よ
う
。

（
発
言
や
文
章
を
読
み
解
き
な
が
ら
考
え
よ
う
。）

登
場
人
物

・

団
長
・
・
楽
天
的
で
、
陽
気
で
、
あ
ま
り
深
く
考
え

な
い
性
格
で
あ
る
。

キ
キ
を
ほ
め
た
り
、
励
ま
し
た
り
し
て
い
る
の

だ
が
、
そ
れ
が
キ
キ
の
悩
み
や
孤
独
感
を
か
え

っ
て
大
き
く
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な

い
。

キ
キ
の
こ
と
を
大
切
に
考
え
て
い
る
。

根
拠
・
・
団
長
さ
ん
は
，
い
つ
も
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。「
お
ま

え
さ
ん
は
、
世
界
一
の
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
さ
。
だ
っ
て
ど
こ
の
サ
ー

カ
ス
の
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
も
、
２
回
宙
返
り
し
か
で
き
な
い
ん
だ
か

ら
ね
。
」
「
心
配
し
な
く
て
も
い
い
。
だ
れ
に
も
３
回
宙
返
り
な
ん

か
で
き
や
し
な
い
さ
。
そ
れ
に
、
も
し
、
だ
れ
か
が
や
り
始
め
た

ら
、
お
ま
え
さ
ん
は
四
回
宙
返
り
を
し
て
み
せ
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な

い
か
。
」
「
「
練
習
で
も
，
ま
だ
一
度
も
成
功
し
て
い
な
い
ん
だ
ろ

う
？
」
陽
気
な
団
長
さ
ん
ま
で
が
，
心
配
そ
う
に
キ
キ
を
止
め
よ

う
と
し
ま
す
。

・

ロ
ロ
・
・
友
達
思
い
。
自
分
の
立
場
を
よ
く
考
え
て

い
る
。

キ
キ
の
身
を
心
配
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
の
だ

が
，
キ
キ
を
完
全
に
説
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

根
拠
・
・「
お
よ
し
よ
。」「
四
回
宙
返
り
な
ん
て
無
理
さ
。
人
間

に
で
き
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
よ
。
」
「
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
人
気
な

ん
て
落
ち
た
っ
て
死
に
や
し
な
い
。
ブ
ラ
ン
コ
か
ら
落
ち
た
ら

死
ぬ
ん
だ
よ
。
い
っ
そ
、
ピ
エ
ロ
に
お
な
り
。
ピ
エ
ロ
な
ら
、

ど
こ
か
ら
も
落
ち
や
し
な
い
。
」
「
お
い
、
お
よ
し
よ
。
死
ん
で

し
ま
う
よ
。」

・

お
ば
あ
さ
ん
・
・
冷
静
。
世
間
一
般
の
人
が
も
つ

興
味
や
関
心
、
欲
望
に
左
右
さ
れ
な

い
。

キ
キ
に
人
々
の
心
理
・
行
動
の
真
理

を
教
え
る
。
キ
キ
を
追
い
つ
め
て
結

果
的
に
四
回
宙
返
り
実
行
を
決
意
さ

せ
、
死
に
向
か
わ
せ
る
役
割
が
あ
る

と
と
も
に
、「
澄
ん
だ
青
い
水
」
を
与

え
て
四
回
宙
返
り
を
成
功
さ
せ
、
キ

キ
の
望
み
を
か
な
え
る
と
い
う
役
割

も
果
た
す
。

み
ん
な
が
知
ら
な
い
情
報
や
薬
を
も

っ
て
い
る
。

根
拠
・
・
波
止
場
の
片
隅
に
、
や
せ
た
お
ば
あ
さ
ん
が
一

人
坐
っ
て
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
吹
い
て
お
り
ま
す
。「
そ
の

評
判
を
書
い
た
新
聞
が
、
今
、
定
期
船
で
こ
の
町
に
向

か
っ
て
走
っ
て
い
る
。
明
日
の
朝
に
は
こ
の
町
に
つ
い

て
、
み
ん
な
に
配
ら
れ
る
。
お
ま
え
さ
ん
の
三
回
宙
返

り
の
人
気
も
、
今
夜
限
り
さ
・
・
・
。」「
明
日
の
晩
の
、

拍
手
は
、
今
夜
の
拍
手
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
だ
ろ
う

ね
。
」
「
お
客
さ
ん
は
、
そ
れ
じ
ゃ
練
習
さ
え
す
れ
ば
，

だ
れ
に
で
も
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
っ
て
考
え
始

め
る
よ
。
」
「
お
ま
え
さ
ん
は
、
明
日
の
晩
四
回
宙
返
り

を
や
る
つ
も
り
だ
ね
。
」
「
お
ま
え
さ
ん
は
、
お
客
さ
ん

か
ら
大
き
な
拍
手
を
も
ら
い
た
い
と
い
う
、
た
だ
そ
れ

だ
け
の
た
め
に
死
ぬ
の
か
ね
。
」
「
い
い
よ
。
そ
れ
ほ
ど

ま
で
考
え
て
る
ん
だ
っ
た
ら
、
お
ま
え
さ
ん
に
四
回
宙

返
り
を
や
ら
せ
て
あ
げ
よ
う
。
お
い
で
・
・
・
・
。」「
こ

れ
を
、
や
る
前
に
お
飲
み
。
で
も
、
い
い
か
ね
。
一
度

し
か
で
き
な
い
よ
。
一
度
や
っ
て
世
界
じ
ゅ
う
の
ど
ん

な
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
も
受
け
た
こ
と
の
な
い
盛
大
な
拍
手

を
も
ら
っ
て
・
・
・
そ
れ
で
終
わ
り
さ
。
そ
れ
で
も
い

い
な
ら
、
お
や
り
。」

・

キ
キ
・
・

キ
キ
は
女
性
か
，
男
性
か
。

・

女
性
・
・

○
「
わ
た
し
」
と
い
う
言
葉
遣
い
や
話
し
方
か
ら
。

・

男
性
・
・

○
「
わ
た
し
」
と
い
う
言
葉
は
，
大
人
の
男
が
使
う
か
ら
。

○
空
中
ブ
ラ
ン
コ
は
体
力
が
い
る
か
ら
。

○
キ
キ
の
お
父
さ
ん
は
，
３
回
転
宙
返
り
に
失
敗
し
て
な

く
な
っ
た
こ
と
を
考
え
た
ら
，
体
力
が
あ
る
息
子
が

成
功
さ
せ
た
と
考
え
た
方
が
い
い
か
ら
。



授業研究の進め方を次のように変更し，付箋紙を活用した授業研究を行うことにした。

１ 進め方

○ 開会のことば

① 授業の意図や工夫についての説明(授業者) ３分

② 各グループでの授業分析，課題解決 ２５分

(グループでの付箋紙を使用した授業研究)

※ グループは学年部単位で構成し，４年部は１～３年部のどれかに入る。

ワイワイ言いながらしましょう

司会と発表者を決めて薦める。

ア 授業参観時の，授業研究シート内容を付箋紙に記入する。

イ 記入した付箋紙を授業研究シートに貼付する。

ウ 付箋紙の内容を成果と課題に分類する。

エ 課題についての改善策をグループで出し合う。

オ 全体で話題にし協議したい内容を出し合う。

③ 各グループの発表 ６分(２分×３)

④ 各グループの成果と課題及び改善策，協議事項をまとめて発表する。１３分

⑤ 授業者から(授業研究後の感想) ３分

○ 閉会のことば

２ 準備するもの(研修係の方で)

・ 授業研究シート(ラミネートＡ３・３枚) ・付箋紙

３ 授業研究 会場図

黒 板

司会・記録・授業者席

校 廊

３年部 ２年部 １年部

庭 (＋４年部) ( ＋４年部) ( ＋４年部) 下




